
メタ認知を高めよう                                           校長  藤山 京 

 メタ認知とは、自分の思考や行動を客観的に認識し、調整する能力のことです。合唱コンクール直前、

ある生徒に「合唱の仕上がりはどう？」と尋ねたのですが、「他のクラスの合唱を聴いていないので

…」という答えでした。なるほどなぁと思いました。自分たちとしては上手に歌えるようになってきたけれ

ど、他のクラスがもっと上手だったらコンクールでは勝てない、ということかなと想像します。勝ち負けと

いう結果に関わらず、全員が合唱コンクールの経験を成長につなげられる、メタ認知について今回は

伝えたいと思います。 

 合唱の難しさの１つは、歌っている時の自分たちの声が自分たちでは聴こえないことにあると思いま

す。「歌えているつもり」になりやすく、自分では何が足りないのかわかりにくいので、他の人からアドバ

イスされてもピンとこない。一生懸命歌っているのに、となってしまう。では、合唱コンクールの取組みを

メタ認知するにはどんな方法があるでしょうか。動画で撮影したり、パート別練習をお互いで見合った

りしたかもしれません。そういう機会をただ何となく過ごしていると、いつまでたっても勝ち負けや他の

人との比較でしか自分たちの頑張りを判断できません。お互いの声を聴き、自分の声がどんなふうに

聴こえるのかを客観的にとらえ、どうすれば素敵なハーモニーになるのか、それを考え、自分なりの工

夫ができることがメタ認知です。これができれば、誰かと一緒に歌うことそのものを楽しめると思いま

す。 

 高等学校では通常、芸術科目（音楽、美術、工芸、書道）から選択して履修するので、クラスで合唱を

するのは中学校までです。カラオケで歌うことはこれから先もできますが、合唱ができる時間は限られ

ているのです。仲間と歌うことそのものを楽しむことができる、二中生であってほしいと願っています。 
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生徒指導部 １１月の重点目標     校則をしっかり守ろう  

先日、生徒会からの呼びかけで全校集会があり、防寒着とカバンのルール変更をめざす取組につ

いて提案がありました。執行部がこれまでたくさん議論を交わし、みんなの意見を取り入れながら学校

生活をよりよく過ごすために、どんなことに全員で取り組めるかを考え抜いたうえでの提案です。 

皆さん一人ひとりが、その努力と取組の意味を理解し、ルールをしっかりと守れる人になりましょう。 

日 曜 行事 給食

1 月 第5回生徒会委員会　1年人権教育講演

2 火 PTAあいさつ運動

3 水 PTAあいさつ運動

4 木 3年ゆめ風プロジェクト事前講習(5･6限)　

5 金 PTAあいさつ運動

6 土

7 日

8 月 第6回生徒会委員会

9 火 3年ゆめ風プロジェクト避難訓練(5･6限)

10 水

11 木 3年状況により二者懇談

12 金 3年状況により二者懇談

13 土

14 日

15 月 第7回生徒会委員会　漢検

16 火 2年校外学習(職体セミナー)
2年

×

17 水 三者懇談 ×

18 木 三者懇談 ×

19 金 三者懇談 ×

20 土

21 日

22 月 三者懇談 ×

23 火 ×

24 水 終業式 ×

25 木

26 金

27 土

28 日

29 月

30 火

31 水

2025年度 12月 行事予定

摂津市PTAスポーツ大会

大晦日

日 曜 行事 給食

1 土

2 日

3 月

4 火 第2回生徒会委員会

5 水

6 木 摂津市連合音楽会

7 金 2年人権教育講演(6限)

8 土

9 日

10 月 第3回生徒会委員会

11 火 3年第3回実力テスト

12 水 Jアラート

13 木 地域交流(摂津支援学校)

14 金 府内教職員対象学校公開(5・6限) ×

15 土

16 日

17 月 第4回生徒会委員会

18 火

19 水
2年人権教育研究授業(5限)

1・3年生は4限終了後下校

1・3年

×

20 木

21 金

22 土

23 日

24 月

25 火

26 水 期末考査 ×

27 木 期末考査 ×

28 金 期末考査 ×

29 土

30 日

2025年度 11月 行事予定

多文化子ども交流会(三宅柳田小学校)

文化の日

クリーン作戦

勤労感謝の日

振替休日



 

           

           

           

           

           

           

           

           

           

           

           

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

二中プロジェクト  ～学校生活の中で生徒たちの成長や努力を価値づけていく取組み～ 
 第１学年   

中学生になって初めての文化発表会・体育大会・合唱コンクールが終わりました。立て続けの行

事ではありましたが、すべての行事で全力を尽くすことができましたか。１年生はどの行事も練習を

重ねるごとにどんどんよくなっていきました。行事をとおして得たことを来年、再来年でも発揮して

後輩に憧れられる上級生になってほしいと思います。 

さて、学習面では１１月末に期末テストがあります。１年生も半分以上が過ぎましたが、気を緩め

ることなく計画を立てて勉強をしていきましょう。 

 第２学年   
体育大会では、朝早くからリレーのバトン練習に励み、昼休みにはみんなで大縄を練習し、棒引

きではクラスごとに作戦を立てて団結して取り組む姿が見られました。当日は応援の声も大きく、

全員で盛り上げた素晴らしい体育大会となりました。合唱コンクールでは、始めの練習と比べ、本

番では見違えるほど上達し、心を一つにした歌声が体育館に響きました。その結果は、各クラスで

一生懸命練習を重ねた努力と、ピアノ伴奏者や指揮者、パートリーダーなどの支えがあり得られた

成果だと感じています。力をあわせて何かをすることの大切さをたくさん学べた１０月でした。 

 

 第３学年   

先日の合唱コンクールをもって、２学期の大きな学校行事がすべて終了いたしました。体育大

会、合唱コンクールのいずれにおいても、多くの生徒が朝練習に励み、中学校生活最後の行事に

懸ける強い思いが伝わってきました。体育大会では、仲間を全力で応援し、失敗した友だちを優し

く励まし合う姿、そしてクラス全員で楽しもうとする前向きな姿勢が印象的でした。全員リレーの後

には、クラスの枠を超えて互いを称え合う学年全体の温かい光景に、思わず胸が熱くなりました。

合唱コンクールでは、どのクラスも「さすが３年生」と感じさせる素晴らしい発表を披露してくれまし

た。これまでに直面したさまざまな困難を乗り越え、心を一つにして歌い上げた合唱は、まさに３年

間の成長の証でした。行事をとおして、クラスや学年の絆が一層深まり、また一段と頼もしく成長し

た姿を見ることができ、大変うれしく思います。 

さて、１１月には第３回実力テストと期末考査が控えています。特に第３回実力テストは、私立高

校の受験校を決定するうえで非常に重要なテストとなります。残された時間は限られていますが、

今できることを一つひとつ積み重ねていくことが大切です。時間を有効に使い、自分の力を最大限

に発揮できるよう努力を重ねていきましょう。 

 

 あかつき学級   

体育大会では、クラスのみんなと息を合わせて、一生懸命に取り組む姿がありました。２年生の

あかつき生が学年種目の棒引きで一本どりして、帰ってきたときの誇らしげな顔が印象に残ってい

ます。また、体育大会をとおして、得た自信とクラスのみんなとのつながりを、合唱コンクールでも生

かすことができました。 

 


